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浦
向
道
の
巡
視
整
備
（
令
和
５
年
度
春
季
巡
視
第
一
回
） 

 

◇
実
施
日 

 

２
月
１
２
日
（
日
） 

 
 

晴 

◇
参
加
者 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、
湯
川
一
郎
、
大
江
加
予
子
、

畑
林
清
子
、
生
熊
千
満
子
、
西
克
、
山
川
自
知
、
高
階
鈴
子
・
美

根
子
、
梶
野
照
雄
、
志
岐
敬
、
山
口
康
宏
、
瀧
本
昭
太
郎
、
佐
藤

優
美
子
、
安
田
知
美 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
７
名 

  

春
季
全
ル
ー
ト
の
巡
視
が
始
ま
っ
て
以
来
、
ど
う
し
て
か
は
判
ら
な
い
が
浦

向
道
が
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
い
よ
い
よ
令
和
５
年
の
本
格
ス
タ

ー
ト
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

役
場
駐
車
場
で 

 
 
 

 
 

登
山
口
で 

 
 

 
 
 

 

部
分
的
に
残
雪 

 

当
日
午
前
９
時
に
役
場
駐
車
場
に
１
７
名
が
集
合
、
大
人
数
で
有
難
い
反
面

車
の
調
達
や
配
車
に
苦
労
し
、
な
ん
と
か
ク
リ
ア
ー
し
た
。 

森
林
組
合
倉
庫
横
の
下
山
口
に
車
３
台
を
置
い
て
、
沖
崎
、
西
、
大
江
車
の
３

台
で
補
給
路
登
山
口
に
向
か
う
。
途
中
心
配
し
て
い
た
積
雪
や
凍
結
は
皆
無
、

ス
ム
ー
ズ
な
走
行
で
登
山
口
に
着
く
。
今
日
は
全
員
で
浦
向
ま
で
歩
く
の
で
モ

ノ
レ
ー
ル
は
使
用
で
き
な
い
。
久
々
に
ザ
ッ
ク
を
背
に
行
仙
宿
ま
で
登
る
。 

七
曲
り
の
登
り
の
手
前
で
、
で
ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
チ
を
忘
れ
て
き
た
こ
と
に
気
付

き
、
登
山
口
ま
で
取
り
に
戻
っ
た
。
２
０
分
ほ
ど
の
ロ
ス
だ
。 

最
近
年
の
せ
い
か
忘
れ
物
が
多
く
な
っ
た
よ
う
な
の
で
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
チ
を
持
っ
て
登
り
だ
し
た
が
、
七
曲
り
の
登
り
を
三
段
ほ

ど
登
っ
た
所
で
小
さ
な
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
が
落
ち
て
い
る
の
を
発
見
。
児
嶋

さ
ん
の
携
帯
電
話
入
れ
だ
と
い
う
こ
と
が
す
ぐ
に
判
っ
た
。
大
声
で
先
行
者
に

知
ら
せ
る
が
聞
こ
え
て
い
な
い
よ
う
だ
。
第
２
ベ
ン
チ
で
気
付
い
た
児
嶋
さ
ん

が
降
り
て
き
て
「
探
し
に
来
た
」
と
言
う
。
こ
こ
に
も
私
と
同
じ
よ
う
な
不
注

意
者
が
い
た
。 

 
 

 
 

 

石
段
の
除
雪 

 
 
 
 

 

小
屋
内
を
掃
除 

 
 
 
 

 
 

お
堂
で
勤
行 



湯
川
君
は
お
母
さ
ん
の
介
護
の
都
合
で
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
先
行
し
て
浦

向
道
を
下
っ
て
行
っ
た
。 

二
人
が
最
後
尾
で
行
仙
宿
に
到
着
す
る
。
志
岐
さ
ん
が
小
屋
西
側
階
段
に
残
っ

た
雪
を
片
付
け
て
く
れ
て
い
た
。 

１
２
時
出
発
と
し
て
い
た
の
で
小
屋
で
の
作
業
は
無
し
、
と
し
て
い
た
が
昼
食

を
挟
ん
で
小
屋
内
の
清
掃
や
ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
を
全
員
で
行
っ
た
。 

今
回
の
昼
食
時
も
児
嶋
さ
ん
の
コ
ー
ヒ
ー
や
女
性
陣
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
菓

子
が
提
供
さ
れ
た
。
い
つ
も
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
回
が
初
参
加
の
安
田
さ
ん
は
行
仙
宿
小
屋
の
立
派
さ
に
驚
い
て
お
ら
れ
た
。 

 
 

 
 

 

  

１
２
時
前
に
な
り
、
行
者
堂
で
本
日
の
安
全
山
行
を
願
い
心
経
を
唱
え
て
、

１
１
時
５
０
分
に
行
仙
宿
を
出
発
。
児
嶋
さ
ん
は
青
木
君
寄
贈
の
エ
ン
ジ
ン
ブ

ロ
ワ
ー
を
肩
に
登
山
道
の
落
ち
葉
を
吹
き
飛
ば
し
な
が
ら
先
頭
を
歩
い
て
い

く
。
昨
年
は
途
中
で
燃
料
切
れ
に
な
っ
た
の
で
、
今
回
は
予
備
の
燃
料
も
持
参

し
て
い
た
。
い
つ
も
、
ど
う
す
る
か
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
て
く
れ
て
感
謝

の
一
言
だ
。 

 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
浦
向
道
を
１
０
分
弱
、
直
径
４
０
㎝
位
の
ブ
ナ
の
木

が
道
を
塞
い
で
い
る
。
何
と
か
跨
い
で
通
行
で
き
る
が
、
足
の
短
い
人
に
は
か

な
り
の
障
害
だ
。
梶
野
君
が
担
い
で
き
た
電
動
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
は
歯
が
立

た
な
い
の
で
後
日
処
理
す
る
事
と
し
た
。
倒
木
の
処
理
は
こ
の
後
１
０
㎝
の
物

が
一
本
だ
け
だ
っ
た
。 

川
島
橋
で
小
休
止
し
、
午
後
１
時
過
ぎ
に
林
道
に
降
り
た
。
予
定
時
間
を
２
０

分
近
く
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。
今
後
は
標
準
タ
イ
ム
の
２
～
３
割
プ
ラ
ス
で
計

画
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。 

林
道
か
ら
下
も
登
山
道
に
異
常
は
は
無
く
、
沢
の
廃
屋
前
で
休
憩
し
て
浦
向
の

国
道
を
目
指
す
。 

 
 

 
 

 

 

３
０
分
ほ
ど
下
っ
て
こ
こ
ま
で
順
調
な
歩
み
だ
っ
た
が
、
先
行
の
５
～
６
人
の

ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
て
列
が
詰
ま
っ
て
き
た
。
ど
う
し
た
の
か
と
見
る
と
、
先
頭

の
畑
林
さ
ん
の
足
の
運
び
が
普
通
で
は
な
い
。
す
ぐ
に
駆
け
寄
っ
て
聞
い
て
み



る
と
「
足
に
力
が
入
ら
な
い
」
と
言
う
。
ゆ
っ
く
り
と
行
こ
う
、
リ
ュ
ッ
ク
を

持
つ
、
と
言
っ
た
が
「
大
丈
夫
」
と
返
答
が
あ
っ
た
。 

少
し
進
ん
で
か
ら
「
リ
ュ
ッ
ク
の
中
身
を
ち
ょ
っ
と
持
っ
て
」
と
申
し
出
が
あ

り
、
重
そ
う
な
も
の
を
移
し
替
え
た
。 

足
に
力
が
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
左
側
の
斜
面
に
落
ち
な
い
か
と
心

配
で
す
ぐ
後
ろ
を
付
い
て
歩
い
た
。
ゆ
っ
く
り
と
慎
重
に
進
ん
で
十
津
川
橋
を

渡
っ
て
一
安
心
す
る
。 

駐
車
地
に
戻
っ
て
、
山
口
さ
ん
と
瀧
本
さ
ん
は
こ
こ
で
お
別
れ
、
梶
野
車
に
沖

崎
、
西
、
山
川
の
３
人
が
乗
り
登
山
口
の
車
回
収
に
向
か
っ
た
。
３
５
分
程
で

戻
っ
て
次
回
の
予
定
な
ど
を
話
し
解
散
し
た
。 

 

女
性
陣
の
中
で
一
番
若
く
て
元
気
な
畑
林
さ
ん
で
も
急
に
今
回
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
る
し
、
歩
行
時
間
も
余
分
に
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

今
後
の
巡
視
山
行
は
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
。 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

補
給
路
登
山
口09

：35

→10

：40

行
仙
宿11

：50

→12

：06
モ
ノ
レ
ー
ル
終

点
→12

：24

川
島
橋
→13

：05

林
道
→13

：55

廃
屋
→15

：14
駐
車
地 

  


